
今月の主な内容

●野坂町長二期目就任あいさつ� ……Ｐ２
●�特集：江川太鼓同好会結成五十周年�
記念公演� ………………………Ｐ４～５

●悠々大学� ………………………Ｐ６～７

　２月22日（木）、野坂一弥町長が二期目の
初登庁をし、職員が拍手で迎えました。
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2広報かわもと 2024.3

こ
の
た
び
、
再
び

町
民
の
皆
様
か
ら
の

負
託
を
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
、
２
月
22

日
よ
り
、
ニ
期
目
の

町
政
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。

一
層
深
化
し
て
あ
た
り
た
い
、
と
の
思
い
を
込
め

掲
げ
る
こ
と
と
し
た
「
も
っ
と
！
」『
地
域
と
の
協

奏
』
と
の
政
治
信
条
の
も
と
、
こ
れ
も
4
年
前
に
熟

慮
を
重
ね
て
掲
げ
た
『
目
指
す
５
つ
の
ま
ち
づ
く

り
』
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
【
バ
ー
ジ
ョ
ン
Ⅱ
】
と
銘

打
っ
て
、
町
政
を
し
っ
か
り
と
前
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

２
月
末
の
本
町
の
人
口
は
、
３
０
１
１
人
で
、

3
千
人
切
れ
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
中
、
一
期
目
に

種
を
蒔
き
続
け
て
き
た
人
口
減
少
対
策
に
全
力
を
注

い
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
ハ
ー
ド
面
の
課
題
解
決
に
向
け
た
主

な
取
組
に
つ
い
て
は
、
昭
和
27
年
に
、
必
要
条
件
で

あ
る
「
都
市
計
画
法
」
に
基
づ
く
都
市
計
画
区
域
を

設
定
い
た
だ
い
た
私
た
ち
の
先
輩
に
感
謝
し
つ
つ
、

現
在
、
令
和
６
年
度
中
を
目
途
に
策
定
し
て
い
る

「
立
地
適
正
化
計
画
」
に
盛
り
込
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

国
に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
考
え
方
を
基
本

に
、
居
住
や
医
療
・
福
祉
・
商
業
機
能
な
ど
を
、
地

域
公
共
交
通
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
せ
る
こ
と
で
、

本
町
な
ら
で
は
の
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
を
唱
え
、
県

内
、
さ
ら
に
は
、
全
国
の
小
さ
な
町
に
よ
る
取
組
の

モ
デ
ル
と
も
な
る
よ
う
な
、
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
の
課
題
解
決
に
向
け
て
は
、
令

和
７
年
度
か
ら
の
「
女
子
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
」
の
創

設
に
向
け
た
動
き
を
中
心
と
し
て
、
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

行
き
交
う
人
々
と
の
交
流
で
成
り
立
っ
て
き
た
町

の
歴
史
、
そ
し
て
、
１
０
０
年
以
上
前
に
県
下
の
女

子
教
育
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
呼
ば
れ
た
、
故
「
三
上
ア

イ
」
氏
を
輩
出
し
た
言
う
な
れ
ば
地
域
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
、

更
に
、
近
年
の
島
根
中
央
高
校
女
子
硬
式
野
球
部
の

活
躍
な
ど
を
礎
に
、
滞
在
人
口
の
拡
大
を
狙
っ
て
ク

ラ
ブ
運
営
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
、
起
こ
る
で
あ

り
ま
し
ょ
う
様
々
な
化
学
変
化
の
中
か
ら
、
新
た
な

定
住
に
向
け
た
動
き
を
呼
び
込
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
の
横
断
的
か
つ
重
層
的
な
実
現
に

向
け
て
、
組
織
の
可
能
性
を
引
き
出
し
な
が
ら
、
現

場
主
義
に
徹
し
、
経
営
感
覚
を
伴
っ
て
行
財
政
運
営

に
あ
た
る
こ
と
に
よ
り
、
町
議
会
、
関
係
団
体
、
町

民
の
皆
様
と
と
も
に
、
総
力
を
あ
げ
て
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

本
町
は
、
今
か
ら
97
年
前
の
昭
和
２
年
４
月
１
日

に
、
町
制
を
施
行
し
て
い
ま
す
。

３
年
後
の
記
念
す
べ
き
「
町
政
施
行
１
０
０
周

年
」
を
「
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
か
わ
も
と
」
の
実
現

イ
メ
ー
ジ
を
伴
っ
て
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
よ
う
、

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
２
期
目
の
就
任
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

次
世
代
に
つ
な
ぐ「
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
か
わ
も
と
」の
創
造

～
も
っ
と
！
地
域
と
の
協
奏
～

目
指
す「
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
」【
Ｖｅｒ
．Ⅱ
】

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

⃝

川
本（
中
央
）・因
原（
西
）・三
原（
北
）の
３
つ
の
公
民
館
区
が
カ
バ
ー
す
る
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
が
持
つ
、歴
史・経
済・文
化・風
土
が
織
り
な
す
特
色
を
活
か
し
た
産
業

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

⃝

地
元
の
中
小
企
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、誘
致
企
業
と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と

で
、安
定
的
な
雇
用
を
創
出
し
ま
す
。

⃝

エ
ゴ
マ
を
は
じ
め
と
す
る
特
産
品
を
振
興
し
、農
業・林
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

⃝

日
本
遺
産・石
見
神
楽
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
か
し
、観
光
誘
客
を
促
進
し
ま
す
。

安
全・安
心
で
活
力
あ
る
暮
ら
し
を
守
る
基
盤
づ
く
り

⃝

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
の
実
現
に
向
け
て
策
定
す
る

「
立
地
適
正
化
計
画
」に
よ
る
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

⃝

「
治
水
と
ま
ち
づ
く
り
連
携
計
画
」に
よ
る
治
水
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

⃝

川
本
堤
防
の
完
成
堤
防
化
を
呼
び
込
み
、内
水
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

⃝

ま
ち
づ
く
り
と一体
と
な
っ
た
地
域
公
共
交
通
体
系
を
構
築
し
ま
す
。

⃝

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
快
適
な
住
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

幸
せ
を
実
現
す
る
生
活
環
境
づ
く
り

⃝
�

社
会
医
療
法
人
仁
寿
会・加
藤
病
院
に
よ
る「
地
域
総
合
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
か
わ
も
と
施
設
群
」の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

⃝

子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、伴
奏
型
支
援
と
経
済
的
支
援
を
充
実
し
ま
す
。

⃝

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
地
域
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
目
指
し
ま
す
。

⃝

医
療・介
護・生
活
支
援
を
総
合
的
に
提
供
す
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」を
充

実
し
ま
す
。

⃝

高
齢
者
の
健
康
増
進
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

⃝

女
性
の
社
会
進
出
を
支
援
し
ま
す
。

⃝

障
が
い
者
の
自
立
支
援
と
社
会
参
加
を
支
援
し
ま
す
。

次
代
を
担
う
人
づ
く
り

⃝

小
中一貫
教
育
の
推
進
に
向
け
て
、教
育
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

⃝

「
保
小
中
高
連
携
」を
進
め
、島
根
中
央
高
校
へ
の
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

⃝

ふ
る
さ
と
川
本
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
培
う「
ふ
る
さ
と
教
育
」を
推
進
し
ま
す
。

⃝

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
中
間
支
援
組
織
等
と
の
協
働
に
よ
り
、将
来
を
担
う
人
材
を

育
成
し
、地
域
力
を
強
化
し
ま
す
。

新
し
い
人
の
流
れ
づ
く
り

⃝

「
か
わ
も
と
暮
ら
し
」を一般
社
団
法
人
化
す
る
こ
と
で
、Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進
し
、

交
流・関
係
人
口
を
拡
大
し
ま
す
。

⃝

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
て「
女
子
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
」を
創
設
し
、滞

在
人
口
を
拡
大
し
ま
す
。

⃝

文
化
交
流
に
よ
り
江
川
太
鼓
が
培
っ
て
き
た
絆
を
活
か
し
、新
た
な
人
流
れ
を
創

出
し
ま
す
。

⃝
出
身
者
会
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、人
が
ま
ち
に
入
っ
て
く
る
流
れ
を

つ
く
り
ま
す
。

川
本
町
長 

野
坂 

一
弥 

二
期
目
の
就
任
ご
挨
拶
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川本町議会議員一般選挙のお知らせ�
投票日：令和６年４月21日（日）

私たちの生活に密接な関係のある人を選ぶ選挙です。みなさんの一票一票が主役です。
棄権することなく、あなたの大切な一票を投票しましょう。

●告示日
令和６年４月16日（火）

●投票日
令和６年４月21日（日）午前７時から午後６時
※詳しくは、後日郵送する入場券をご確認ください。

●開　票
令和６年４月21日（日）午後８時から（会場：悠邑ふるさと会館マルチホール）

●投票できる方
川本町の選挙人名簿に登録されている方
▶年齢要件　平成18年４月22日までに生まれた方
▶住所要件　�令和６年１月15日までに川本町に住民登録をし、引き続き町内に居住し、

住民基本台帳に登録されている方。ただし、投票時点で町外に転出された
方は、投票できません。

●期日前投票
投票日に仕事や旅行などの用事がある方は、期日前投票をすることができます。
※詳しくは、後日郵送する入場券をご確認ください。
▶期　間　令和６年４月17日（水）から４月20日（土）まで
▶時　間　午前８時30分から午後８時
▶場　所　役場１階会議室　※土曜日も投票できます。
�また、令和６年４月17日（水）から４月19日（金）まで出前投票を行います。

●不在者投票
不在者投票ができる指定病院等に入院中の方、他の市区町村に滞在している方、身体
に重度の障がいがある方は、不在者投票をすることができます。各種手続きが必要とな
り日数を要します。入院中の方は病院等へ、その他の方は選挙管理委員会へお早めにお
問い合わせください。

※立候補の届出者が定数（９人）を超えない場合は無投票となります。

� 【問】川本町選挙管理委員会　☎ 72-0632
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江川太鼓同好会　結成五十周年記念公演
２月23日(金)、悠邑ふるさと会館大ホールで、江川太鼓同好会�結成五十周年記念公演が行わ

れました。和太鼓の力強い響きと音色に会場に訪れた多くの人が魅了されました。
また、演奏のリズムに合わせ、会場の皆さんが手拍子をするなど一緒に演奏を楽しみ、大いに
盛り上がりました。
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～江川太鼓　五十年のあゆみ～

川
本
地
方
を
襲
っ
た
大
洪
水
に
よ
り
、
川
本
町
は
壊
滅
的
大
打
撃
を
受
け
る
。

復
興
へ
の
願
い
を
込
め
て
竹
内
幸
夫
先
生
へ
作
曲
を
依
頼
。
江
川
太
鼓
結
成
の
第
一
歩
と
な
る
。

作
曲
が
完
了
。曲
想
発
表
会
を
開
催
。

第
19
回
全
国
民
謡
踊
大
会（
伊
勢
市
）へ
中
国
地
区
代
表
と
し
て
出
演
。

第
４
回
全
国
芸
能
太
鼓
祭（
釧
路
市
）へ
中
国
地
区
代
表
と
し
て
出
演
。

全
国
自
治
祭（
東
京
都
）へ
島
根
県
代
表
と
し
て
出
演
。

「
島
根
県
韓
国
慶
尚
北
道
姉
妹
提
携
１
周
年
記
念
」
韓
国
慶
尚
北
道
公
演

※
江
川
太
鼓
結
成
以
来
発
の
海
外
公
演
。
こ
の
公
演
が
今
後
の
国
際
交
流
活
動
の
き
っ
か
け
と
な
る
。

パ
リ
日
本
文
化
祭
に
島
根
県
代
表
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
本
部
に
て
公
演

ロ
ン
ド
ン
郊
外
オ
ー
ル
ハ
ロ
ー
ズ
カ
ト
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
に
て
公
演
・
ロ
ン
ド
ン
に
て
公
演

※�

２
度
目
の
海
外
公
演
。
公
演
地
の
一
つ
で
あ
っ
た
、
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
の
オ
ー
ル
ハ
ロ
ー
ズ
カ
ト
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
は
、
こ
の
江

川
太
鼓
公
演
を
期
に
川
本
中
学
校
と
の
姉
妹
校
縁
組
み
と
な
り
そ
の
交
流
が
現
在
で
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
公
演

「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
日
本
年
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
」
ド
イ
ツ
・
ス
イ
ス
公
演	

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
始
ま
っ
た
ド
イ
ツ
公
演
。
当
初
は
一
度
で
終
わ
る
公
演
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
ド
イ
ツ
・
ス
イ
ス
の
地
方
都

市
よ
り
公
演
開
催
依
頼
を
い
た
だ
き
、
３
年
間
の
ド
イ
ツ
公
演
開
催
と
な
っ
た
。
こ
の
公
演
を
き
っ
か
け
に
、
ド
イ
ツ
よ
り
吹
奏
楽
団

が
川
本
町
に
来
町
し
、
川
本
高
校
生
と
の
交
流
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
ド
イ
ツ
・
川
本
町
の
国
際
交
流
の
橋
渡
し
を
担
う
活
動
と
な
る
。

ワ
ー
ル
ド
フ
ォ
ー
ク
ロ
リ
ア
ー
ダ
（
イ
ン
ド
ジ
ャ
ナ
バ
ク
民
俗
舞
踏
団
）
共
演
・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ	

※�

４
年
に
一
度
各
国
持
ち
回
り
で
行
わ
れ
る
ワ
ー
ル
ド
フ
ォ
ー
ク
ロ
リ
ア
ー
ダ
。
平
成
12
年
は
日
本
開
催
の
年
で
、
島
根
県
も
そ
の
公
演

の
開
催
県
で
あ
っ
た
。
島
根
県
に
招
致
す
る
国
の
中
の
一
つ
、
イ
ン
ド
の
ジ
ャ
ナ
バ
ク
民
俗
舞
踏
団
を
川
本
町
に
招
き
、
町
民
と
の
交

流
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
交
流
事
業
の
中
に
江
川
太
鼓
も
参
加
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
共
演
。
ま
た
、
ジ
ャ
ナ
バ
ク
民
俗
舞
踏
団
メ
ン
バ
ー

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
の
協
力
を
お
こ
な
っ
た
。

第
15
回
国
民
文
化
祭
２
０
０
０
広
島
（
神
石
町
）
に
島
根
県
代
表
と
し
て
出
演

※
日
本
で
由
緒
あ
る
国
民
文
化
祭
に
出
演
。
島
根
県
代
表
と
し
て
、
広
島
県
神
石
町
で
開
催
さ
れ
た
和
太
鼓
部
門
に
出
演
。

ド
イ
ツ	 

ノ
イ
ウ
ル
ム
市
吹
奏
楽
団
川
本
招
致
・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ

※�

平
成
10
年
か
ら
平
成
12
年
に
行
っ
た
ド
イ
ツ
公
演
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
ド
イ
ツ
よ
り
吹
奏
楽
団
が
来
町
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
40
名

か
ら
な
る
吹
奏
楽
団
員
は
す
べ
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
し
活
発
な
国
際
交
流
の
機
会
と
し
た
。

和
太
鼓
集
団
「
鼓
童
」
川
本
招
致
（
公
演
・
交
流
会
実
施
）

※�

プ
ロ
の
演
奏
技
術
を
身
近
で
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
メ
ン
バ
ー
の
技
術
向
上
。
ま
た
、
伝
統
芸
能
の
素
晴
ら
し
さ
を
町
民
に

伝
え
る
事
に
よ
り
、
伝
統
芸
能
の
後
継
者
不
足
問
題
の
解
決
の
一
つ
と
し
た
。

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
出
演
（
浜
田
市
）

※�

水
産
資
源
の
維
持
培
養
と
海
の
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
水
産
業
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
た
め
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
招

き
し
て
、
昭
和
56
年
か
ら
毎
年
全
国
で
開
催
さ
れ
て
き
て
い
る
大
会
。
第
23
回
に
あ
た
る
平
成
15
年
度
は
、
島
根
県
で
最
大
の
漁
港
を

持
つ
浜
田
市
で
こ
の
大
会
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
出
演
。

デ
ン
マ
ー
ク
公
演
実
施（
初
の
高
校
生
参
加
）

島
根
県
・
ロ
シ
ア
沿
海
地
方
友
好
交
流
20
周
年
記
念
事
業（
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
）

結
成
50
周
年
記
念
公
演
実
施（
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
）

昭
和
47
年

昭
和
48
年

昭
和
52
年

昭
和
53
年

昭
和
62
年

平
成
10
年

平
成
17
年

平
成
23
年

令
和
６
年

平
成
13
年

平
成
14
年

平
成
15
年

平
成
２
年

平
成
５
年

平
成
11
年

平
成
12
年

江�

川
太
鼓�

結
成
五
十
周
年
を
迎
え
て

�

江
川
太
鼓
同
好
会
会
長
　
森も
り

　
脇わ
き

　
淳あ
つ

　
宏ひ
ろ

た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ

き
、
江
川
太
鼓
結
成
五
十
周
年
記
念
公

演
を
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
も
結
成
以
来
、
町
民
の
皆
様

方
か
ら
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
お
陰
と
会
員
一

同
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
川
本
の
心
に
響
く
江
川
太
鼓
を
守
り
伝
え
て

行
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

江
川
太
鼓
同
好
会
　
島し
ま

　
田だ

　
興こ
う

　
典す
け 

く
ん

江
川
太
鼓
結
成
五
十
周
年
を
迎
え
た

こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
僕

は
、
小
学
校
の
ク
ラ
ブ
を
き
っ
か
け
に

江
川
太
鼓
を
始
め
ま
し
た
。
練
習
は
大

変
で
し
た
が
、
公
演
で
は
、
達
成
感
を

感
じ
ま
し
た
。

�

江
川
太
鼓
同
好
会
　
島し
ま

　
田だ

　
香か

　
凪な 

さ
ん

最
初
は
上
手
に
叩
け
な
い
し
、
失
敗

ば
か
り
で
焦
り
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
と

叩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
番

が
近
く
な
る
と
不
安
で
し
た
。
本
番
は

す
ご
く
緊
張
し
た
け
ど
、
叩
い
て
い
く

と
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
最
後
ま
で
楽
し
く
演
奏
出
来

て
よ
か
っ
た
で
す
。
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令和５年度「悠々大学」活動状況について
悠々大学では、50歳以上の町民を対象に、教養・趣味・健康に関する体験活動などの講座を年８回実施
しました。
今年度は、24人の方が参加され、体力づくりや施設見学等、様々な活動を通じて、参加者同士の親睦を
深め、自身の生涯学習の一助とするなど、とても有意義な時間を過ごしていました。
２月15日（木）に閉講式を迎え、今年度の全講座は終了しましたが、令和６年度も予定していますので、
ご興味のある方はぜひご参加ください。

令和５年度�活動紹介

921 幾何学模様の「塗り絵」講座

昨年度実施したところ好評であり、今回も、大
学生を講師に招き、塗り絵のテクニック等をアド
バイスしてもらいながら、楽しい雰囲気で行いま
した。受講生からは、「家でも塗り絵をしている
ので勉強になった」「集中して塗り絵ができ童心
に戻ることができ
た」また、「時間
が足りなかった」
や「もう少し知り
たくなった」と、
さらに学びたいと
いう声がありまし
た。

1115
施設見学「島根あさひ社会
復帰促進センター」

今回の施設見学の目的は、受刑者の更正プログ
ラムにおいて、地域社会とともに取り組んでいる
ことを学ぶことでした。地域との関りあいだけで
なく、溶接や野菜のカット、ヘアーカット等10
以上にわたる作業プログラムが設けられており、
社会復帰後を見据えたプログラムが構築されてい
ました。

615

720

「かわもとあそラボ」の
取り組み紹介！

施設見学
「株式会社三協島根川本工場」

開講式にあわせ、「かわもとあそラボ」の
取り組みについて、中高校生のサードプレイ
ス機能からの活動支援や、昨年度小学生主体
で実施した「ベンチャーキッズスクール」の
活動を紹介しました。

悠々大学では、創業時に施設見学を実施しまし
たが、５年経過し、工場の状況も変化しているこ
ともあり、改めて実施しました。ソフトカプセ
ル・ハードカプセル・錠剤・顆粒における受託製
造等について、理解を深めることができました。

体力測定会
スポーツ庁からの委託事業として、体力・運動
能力テストを実施しました。受講生の皆さんに
は、65歳以上の調査内容に基づき、握力、上体
起こし、長座体前屈等を測定し、自身の運動能力
を把握して、今後の体力づくりの参考としてもら
いました。毎年受けることで体力が維持できてい
るか確認することにもつながります。

1019
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1221

216

ニュースポーツ＆ｅスポーツ体験

臨床美術「塗り絵講座」閉講式

118 アンガーマネジメント研修

「アンガーマネジメント」と聞き慣れない言葉
でしたが、「怒り」という感情をテーマに、怒り
の感情との向き合いかたや、叱り方にも、明確な
基準と、次にどのような行動をとればよいかの道
筋を立てれるようにしないと相手に不信感だけを
与えることになることを学びました。

臨床美術は、絵を描く、オブジェを作るといった創作活動を楽しむプロセスを通して、認知症の予防
や改善、心の開放や意欲の向上を目的としています。受講生は「りんご」または「さつまいも」のいず
れかを選択し、本物を見て、食べて、匂いをかぎ、さわってみたりと五感を使って、作品を仕上げまし
た。受講生からは、「童心に戻って、楽しめた」「習ったことがないやり方で勉強になった」等、新しい
塗り絵の仕方を教わり、脳へ新たな刺激を与えることができました。
最後には、６回以上出席した受講生へ修了証書を渡し、今年度の活動は全て終わりました。

eスポーツは悠々大学において、初めての試みであり、来年度鳥取県で開催を予定されている「ねん
りんピック」の普及啓発も兼ねて実施しました。「太鼓の達人」では、太鼓を叩くタイミングをとるの
は難しそうでしたが、周りの方が手拍子や声でタイミングをとる手助けをするなど、みんなで応援しな
がら行い、盛り上がりました。
受講生からは、「意外と楽しかった、脳の活性につながった」「自分で考えるより身体がうまく動かな
かったが、またやってみたい」等、好評でした。
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邑
智
郡
交
通
安
全
協
会
川
本
支
部
川
本
分
会

（
一
財
）全
日
本
交
通
安
全
協
会
会
長

表
彰
「
優
良
団
体
表
彰
」
受
賞

第
64
回
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会
に
お
い
て
、

地
域
の
交
通
安
全
運
動
を
積
極
的
に
推
進
し
、
交
通
事

故
の
防
止
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
団
体
に
贈
ら
れ
る

（
一
財
）
全
日
本
交
通
安
全
協
会
会
長
表
彰
「
優
良
団

体
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
相
談
所
の
開
設

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
家
庭
内
の
問
題
や
近
所
間
の
も
め
ご
と
、

い
じ
め
、
体
罰
な
ど
、
人
権
に
関
す
る
心
配

ご
と
や
困
り
ご
と
な
ど
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
令
和
6
年
度
の
日
程　

月 
日

６
月
４
日（
火
）・
８
月
６
日（
火
）

　
　

 　
12
月
３
日（
火
）・
２
月
４
日（
火
）

時 

間

13
：
00
～
16
：
00

会 

場

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
本

■
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）　

　
木
村　
慶
五
、
市
原　
和
正

　
上
田　
香
苗
、
長
田　
　
広

令和６年度４月から川本小学校・川本中学校は�
コミュニティ・スクールとしてスタートします。
●コミュニティ・スクールとは
　「学校運営協議会」を設置している学校で、学校と地域住民等が力を合わせて学校の運営に取り組むこと
が可能となる「地域とともにある学校」への転換を図るための有効な仕組みです。

●コミュニティ・スクールの魅力とは

●学校運営協議会とは
保護者や地域住民等、教育委員会から委嘱された人で構成され、合議体として学校運営に地域の声を積
極的に生かし、地域と一体となって特色ある学校づくりを進めていく組織です。

� 【問】川本町教育委員会　☎ 72-0704・72-0594

【子供にとって】
⃝学びや体験活動が充実
⃝自己肯定感や他人を思いやる心の育成
⃝地域の担い手としての自覚の高まリ
⃝安心・安全な生活

【保護者にとって】
⃝学校や地域に対する理解の深まり
⃝�地域の中で子供たちが育てられているという
安心感
⃝保護者同士や地域との人間関係を構築

【学校にとって】
⃝�地域の人々の理解と協力を得た学校運営の実
現が可能
⃝地域人材を活用した教育活動が充実
⃝子供と向き合う時間の確保

【地域にとって】
⃝経験を生かし生きがいや自己有用感を醸成
⃝学校が社会とつながり、地域のよりどころ
⃝学校を核とした地域ネットワークの形成
⃝地域の防犯・防災体制等の構築

本山廣幸副分会長

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
挑
戦
中
！

●�

人
口
３
，０
０
０
人
の
田
舎
町
に
世
界
中

の
人
々
が
行
き
交
う
交
流
施
設
を
誕
生
さ

せ
た
い
‼

江
川
太
鼓
同
好
会
と
の
交
流
を
通
じ
て
デ

ン
マ
ー
ク
か
ら
毎
年
の
よ
う
に
本
町
へ
訪
日

旅
行
客
が
訪
れ
、
町
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流

し
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

度
、
国
際
交
流
拠
点
を
整
備
す
る
た
め
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
仕
組
み
を
使
っ
た
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
寄
附
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
町
の
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
広
げ
る

こ
の
取
り
組
み
に
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
情

報
拡
散
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
目
標
金
額　
３
０
０
万
円

■
寄
附
受
付　
令
和
６
年
５
月
29
日
ま
で

■
寄
附
の
方
法　
専
用
サ
イ
ト

（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
か
ら
、

ま
た
は
役
場
窓
口
で
受
け
付
け

ま
す
。

�

【
問
】
産
業
振
興
課　
☎
72

－

０
６
３
６
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予
防
接
種
に
つ
い
て

●�

Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
に
つ
い
て

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
、
子
宮
頸
が
ん
を
は
じ
め
、
肛

門
が
ん
、
膣
が
ん
な
ど
の
が
ん
や
、
尖せ
ん
圭け
い
コ

ン
ジ
ロ
ー
マ
等
、
多
く
の
病
気
の
発
生
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
症
を
防
ぐ
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
平
成
25
年
６
月
か
ら
、

積
極
的
な
勧
奨
を
一
時
的
に
差
し
控
え
て
い

ま
し
た
が
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
、
他
の
定

期
接
種
と
同
様
に
個
別
の
勧
奨
を
再
開
し
て

い
ま
す
。
積
極
的
な
勧
奨
が
差
し
控
え
ら
れ

て
い
た
間
に
接
種
機
会
を
逃
し
た
方
へ
接
種

機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
令
和
４
年
度
か
ら

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
が
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
１
回
目
の

接
種
か
ら
数
カ
月
の
期
間
を
空
け
て
２
回

目
、
３
回
目
の
接
種
を
す
る
た
め
、
接
種
が

完
了
す
る
ま
で
６
カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

接
種
を
ご
希
望
の
方
は
早
め
に
接
種
を
開
始

し
ま
し
ょ
う
。
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
個
別
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

①�

平
成
９
年
度
生
ま
れ
～
平
成
17
年
度
生
ま

れ
の
女
性
で
、
過
去
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
合
計
３
回
受
け
て
い
な
い
方

②�

平
成
18
年
度
生
ま
れ
お
よ
び
平
成
19
年
度

生
ま
れ
の
女
性
で
ま
だ
接
種
が
完
了
し
て

い
な
い
方

■
期　

間　

　
対
象
者
①
、
②
い
ず
れ
も
令
和
７
年
３
月

末
ま
で

※
９
価
ワ
ク
チ
ン
も
公
費
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

●�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
定
期

接
種
化
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
、
特
例
臨
時
接
種
と
し
て
実
施

し
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

は
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
Ｂ
類
疾
病
の
定
期

接
種
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者　

　
65
歳
以
上
の
方
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

方
で
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
（
高
齢
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
）

※�

定
期
接
種
対
象
者
以
外
の
方
（
65
歳
未
満

の
方
）
は
任
意
接
種
と
な
り
ま
す
。

■
接
種
回
数　
年
１
回

■
接
種
時
期　
秋
冬
を
想
定

■
接
種
費
用　
自
己
負
担
あ
り

※
具
体
的
な
金
額
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
接
種
時
期
が
近
づ
い

て
か
ら
対
象
者
の
方
へ
ご
案
内
す
る
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

�

【
問
】
健
康
福
祉
課　
☎
72

－

０
６
３
３

行
政
相
談
所
の
開
設

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
道
路
や
河
川
、

土
地
の
登
記
、
社
会
福
祉
、
医
療
・
年
金
な

ど
、
ど
こ
に
相
談
し
て
良
い
か
わ
か
ら
な

い
、
国
や
行
政
機
関
に
対
す
る
手
続
き
で

困
っ
て
い
る
、
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
、
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
、
相
談

や
苦
情
、
ご
意
見
を
受
け
付
け
、
公
正
中
立

な
立
場
か
ら
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
行
政
な

ど
関
係
機
関
に
改
善
の
申
し
入
れ
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
令
和
6
年
度
の
日
程　

月 

日

４
月
17
日（
水
）・
６
月
19
日（
水
）

　
　

 　
８
月
21
日（
水
）・
10
月
16
日（
水
）

　
　

 　
12
月
18
日（
水
）・
２
月
19
日（
水
）

時 

間

10
：
00
～
12
：
00

会 

場

悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
中
会
議
室

■
行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）　

　
森
川　
和
友

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
に
つ
い
て

●�

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
で

の
前
納
・
早
割
が
お
得
で
す
！

■
国
民
年
金
保
険
料
の
早
割　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
限
は
翌
月
末

で
す
が
、
当
月
末
に
口
座
振
替
を
行
い
納
付

す
る
こ
と
を
「
早
割
」
と
い
い
ま
す
。「
早

割
」
に
て
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
行
う

こ
と
で
1
カ
月
あ
た
り
50
円
（
年
間
６
０
０

円
）
割
引
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
現
金
納
付
の
場
合
は
割
引
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
前
納　

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
を
行
う
こ
と
で

更
に
国
民
年
金
保
険
料
の
割
引
が
発
生
し
ま

す
。
前
納
は
6
ヶ
月
前
納
、
1
年
前
納
、
2

年
前
納
の
３
つ
か
ら
選
択
で
き
、
一
度
に
前

納
す
る
月
数
が
多
い
ほ
ど
国
民
年
金
保
険
料

の
割
引
額
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

早
割
・
前
納
は
事
前
に
「
口
座
振
替
申
出

書
」
を
年
金
事
務
所
又
は
口
座
振
替
を
希
望

す
る
金
融
機
関
の
窓
口
へ
提
出
す
る
必
要
と

な
り
ま
す
。

「
口
座
振
替
申
出
書
」
は
日
本
年
金
機
構

の
Ｈ
Ｐ
や
年
金
事
務
所
窓
口
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
。
町
民
生
活
課
窓
口
で
も
申
出
書

の
交
付
、
早
割
・
前
納
の
申
請
受
付
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
左
記
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】
町
民
生
活
課�

☎
72

－

０
６
３
２

　
　

 

浜
田
年
金
事
務
所�

☎
22

－

０
６
７
０
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か
わ
も
と
ー
く

川
本
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

生
徒
会
企
画

伝
統
芸
能
ク
ラ
ブ
が
、
江
川
太
鼓
同
好

２
月
14
日
（
水
）、
な
わ
と
び
集
会
を

行
い
ま
し
た
。
体
育
の
授
業
や
休
憩
時
間

に
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
８
の
字
跳
び
で

は
、
各
学
年
が
そ
れ
ま
で
の
練
習
を
も
と

に
目
標
回
数
を
決
め
て
挑
戦
し
ま
し
た
。

ど
の
学
年
の
子
ど
も
た
ち
も
張
り
切
っ
て

跳
ん
だ
結
果
、
す
べ
て
の
学
年
が
目
標
回

数
を
超
え
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
練

習
の
成
果
が

出
て
、
大
喜

び
し
て
い
ま

し
た
。

２
月
13
日
（
火
）、
島
根
中
央
高
校
の

２
年
生
と
川
本
小
学
校
５
年
生
が
、
互
い

の
こ
と
を
語
り
合
う
「
か
わ
も
と
ー
く
」

が
あ
り
ま
し
た
。
ペ
ア
に
な
っ
た
高
校
生

が
、
ど
ん
な
小
中
学
校
生
活
を
送
っ
て
き

た
の
か
を
聞
く
こ
と
で
、
自
分
の
今
後
に

つ
い
て
考
え
る
授
業
で
す
。
高
校
生
の
実

体
験
を
聞
く
こ
と
は
、
５
年
生
に
と
っ
て

は
新
鮮
で
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。

３
月
９
日
（
土
）、
令
和
５
年
度
川
本

中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
が
厳
か
な
雰
囲

気
の
な
か
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
雪
の
降

る
寒
い
一
日
で
し
た
が
、
温
か
い
気
持
ち

が
溢
れ
る
心
の
こ
も
っ
た
卒
業
式
と
な
り

ま
し
た
。
22
名
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
前

途
を
応
援
し
続
け
ま
す
。

２
月
22
日
（
木
）、
文
化
委
員
会
の
企

画
に
よ
る
校
内
百
人
一
首
大
会
、
３
月
７

日
（
木
）、
保
健
体
育
委
員
会
の
企
画
に

よ
る
ス
ポ
レ
ク
大
会
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
）、
生
徒
会
総
務
の
企
画
に
よ
る
３
年

生
を
送
る
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
年
生

と
の
思
い
出
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
こ
と
が

で
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

江
川
太
鼓

な
わ
と
び
集
会

送辞：服部美羽さん

答辞：佐藤柚奈さん

スポレク大会

校内百人一首大会

３年生を送る会：ペーパータワー
※高さを競いました。�

会
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、

「
江
川
太
鼓
」
に
１
年
間
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
２
月

13
日
（
火
）
に

そ
の
発
表
が
あ

り
、
太
鼓
の
ド

ン
、
ド
ン
と
い

う
音
が
体
育
館

中
に
響
き
渡

る
、
と
て
も
迫

力
の
あ
る
素
敵

な
演
奏
を
披
露

し
ま
し
た
。
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【
安
部　
晄
生
さ
ん
】

　

３
年
間
で
最
高
の
仲
間
と
出
会
え
て
、
と
っ
て
も
充
実

し
て
い
た
な
と
感
じ
ま
す
。
何
気
な
い
日
常
が
特
に
楽
し

か
っ
た
で
す
。
休
み
時
間
に
バ
カ
な
こ
と
を
し
て
笑
っ
た

時
間
、
テ
ス
ト
前
日
に
ヤ
バ
い
ヤ
バ
い
と
言
い
な
が
ら
や

っ
た
テ
ス
ト
勉
強
、
毎
日
限
界
突
破
し
て
い
た
部
活
動
な

ど
数
え
き
れ
な
い
思
い
出
の
す
べ
て
が
最
高
の
宝
物
に
な

り
ま
し
た
。島
根
中
央
高
校
に
入
学
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。

【
河
田　
依
南
さ
ん
】

　

３
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
そ
の
半
分
は
コ
ロ
ナ

で
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
自
分
た
ち
な
り
の
青
春
を
見
つ
け
る
よ
う

努
力
し
、
い
ま
ま
で
の
人
生
で
は
味
わ
え
な
か
っ
た
こ
と

を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
友
達
と
離
れ

知
ら
な
い
土
地
で
一
人
暮
ら
し
で
す
が
、
今
ま
で
高
校
生

活
で
培
っ
た
力
を
発
揮
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

【
井
手　
美
月
さ
ん
】

　
こ
の
３
年
間
を
振
り
返
る
と
、
楽
し
か
っ
た
良
い
思
い

出
も
封
印
し
て
お
き
た
い
黒
歴
史
も
た
く
さ
ん
で
き
た
な

と
し
み
じ
み
感
じ
ま
す
。
勇
気
を
出
し
て
同
級
生
に
話
し

か
け
に
行
っ
た
こ
と
、
詰
め
の
甘
さ
が
原
因
で
良
い
成
績

を
残
せ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
後
悔
も
反
省
も

た
く
さ
ん
し
て
逆
に
満
足
の
い
く
結
果
を
出
せ
た
り
し

て
。
た
っ
た
３
年
間
で
し
た
が
、
な
か
な
か
濃
い
時
間
を

過
ご
せ
ま
し
た
。

【
服
部　
叶
夢
さ
ん
】

　
島
根
中
央
高
校
で
過
ご
し
た
時
間
全
て
が
一
生
忘
れ
る

こ
と
の
な
い
最
高
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
入
学
し
て

か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
コ
ロ
ナ
で
制
限
も
多
か
っ
た
で
す

が
、
最
後
の
１
年
間
は
制
限
が
な
く
な
り
、
最
高
の
友
人

と
最
高
の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
島
根
中

央
高
校
に
来
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
た
く

さ
ん
の
経
験
を
積
み
、
川
本
町
に
帰
っ
て
き
て
川
本
町
に

恩
返
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
伊
藤　
昌
直
さ
ん
】

　
あ
っ
と
い
う
間
の
３
年
間
で
し
た
。
ク
ラ
ス
の
み
ん
な

と
話
し
合
っ
て
決
め
た
学
園
祭
の
準
備
や
部
活
動
の
練
習

な
ど
色
々
な
場
面
で
た
く
さ
ん
の
方
に
支
え
て
も
ら
え
た

の
で
何
事
も
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
４
月
か

ら
は
県
外
の
大
学
で
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら

充
実
し
た
大
学
生
活
に
し
た
い
で
す
。

【
渡
邊　
航
貴
さ
ん
】

　

２
年
生
か
ら
始
ま
っ
た
地
域
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
で
は
、

川
本
町
に
出
て
地
域
の
方
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
人
前
に
出
て
発
表
を
行
う
機
会
も
多
く
い
た
だ
き
、

自
分
の
成
長
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
卒
業
式

�

15
期
生
56
名
が
母
校
を
巣
立
つ

３
月
１
日
（
金
）、
卒
業
生
は
成
長
し
た
立
派
な
姿
を

見
せ
、
母
校
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
吹
奏

楽
部
が
式
典
に
関
わ
る
全
て
の
曲
を
演
奏
し
、
国
歌
・
校

歌
も
参
列
者
で
斉
唱
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
入
退
場

で
は
荘
厳
な
雰
囲
気
の
な
か
卒
業
生
が
堂
々
と
歩
き
ま
し

た
。
野
坂
町
長
様
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
・
保
護
者
の
皆

様
も
参
列
し
、
卒
業
生
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。
卒
業
生

を
代
表
し
て
安
部
晄
生
さ
ん
（
川
本
中
出
身
）
が
卒
業
証

書
を
受
け
取
り
、
在
校
生
代
表
と
し
て
伊
藤
咲
来
さ
ん

（
川
本
中
出
身
）
が
送
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
寺
島
和

輝
さ
ん
（
神
奈
川
県
出
身
）
は
答
辞
に
お
い
て
、
初
め
て

親
元
を
離
れ
て
の
生
活
に
期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ
っ
て

い
た
こ
と
、
生
徒
会
長
と
し
て
初
め
て
組
織
を
ま
と
め
上

げ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
大
き
な
責
任
を
感
じ
た
こ
と
、
様
々

な
障
壁
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
感
じ
た
人
と
の
繋
が
り
の

大
切
さ
に
つ
い
て
、
そ
し
て

「
大
変
な
時
は
瞳
を
高
く
」、
と

い
う
在
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。

保
護
者
の
皆
様
、
ま
ち
親
の

皆
様
を
は
じ
め
卒
業
生
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
こ
れ
ま

で
生
徒
の
成
長
を
温
か
く
見
守

り
、
支
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
は
川

本
町
出
身
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん

の
三
年
間
を
振
り
返
っ
て
の
感

想
で
す
。



	

新着図書

 その他多数あります。
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電話 0855-72-0025  Fax 0855-72-1061電話 0855-72-0025  Fax 0855-72-1061
開館時間：9時～18時　土日9時～17時開館時間：9時～18時　土日9時～17時
休 館 日：休 館 日：火曜日・祝日・月末整理日・年末年始火曜日・祝日・月末整理日・年末年始

かわもと図書館かわもと図書館
2024年
３月号

４月の展示テーマ

掲
示
板

あそびのひろば＆えほんのじかん
４月19日（金）10：00～11：30
　読み語り　移動図書館
場　所  悠邑ふるさと会館�和室

《一 般 書》
▶ぽかぽか陽気にさそわれて
春の陽気にさそわれて、はじめてみませんか。
野菜つくりやガーデニングの本など展示します。
▶本屋大賞（４月発表！）
受賞作、ノミネート作を展示します。

《児 童 書》
▶春がきた
春の花や草花など春に
関する本を集めて展示
します。
▶わくわくどきどき
春は入学・進級の季節ですね。
学校生活が楽しみになるような本や、ともだちを
テーマにした
お話を集めて
展示します。

ラーゲリより愛を込めて　
原作本  収容所から来た遺書

� 辺見じゅん著　文藝春秋
銀河鉄道の父

原作本  銀河鉄道の父� 門井慶喜著　講談社
原作本もあわせてご利用ください。

一　　般　　書

水　脈　伊岡瞬著　徳間書店
警官の酒場　佐々木譲著　角川春樹事務所
中野のお父さんと五つの謎　北村薫著　文藝春秋
きらん風月　永井紗耶子著　講談社
暗　殺　赤川次郎著　新潮社刊
夏目家のそれから　半藤末利子著　PHP研究所
農家が教えるよもぎづくし�
� 農文協編　農山漁村文化協会

No.322

ポッポーきかんしゃはなさんぽ�
� とよたかずひこ著　アリス館
ひとつぶのおくりもの�
　　　�マーシー・キャンベル文　フレンチ・サンナ絵
　� なかがわちひろ訳　あかつき教育図書
くまくんです。　村上康成作　ひさかたチャイルド
おすしがあるひたびにでた　田中達也作　白泉社
となりのきみのクライシス�
� 濱野京子作　トミイマサコ絵　さ・え・ら書房
あした話したくなる大人も知らないことばの世界�
� 青木伸生�監修　朝日新聞出版�編著　朝日新聞出版
キュリオとオウムの王子�
� 斉藤洋作　ももろ絵　講談社

児　　童　　書

春のわくわくおはなし会春のわくわくおはなし会
４月５日（金）10：30～11：30
内　容 　�絵本の読み聞かせ
　　　　　パネルシアター
　　　　　ニュースポーツ
場　所 　悠邑ふるさと会館 マルチホール

お引越しのシーズンとなりました！
春からの新生活にむけて、川本町から転居さ
れる方で図書館カードをお持ちの方はご連絡く
ださい。
また、住所・氏名・電話番号など登録内容に
変更のある方についても図書館カウンターで変
更手続きをお願いします。

▶新着DVD
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▶川本少年剣友会
2月10日（土）大和中学校体育館で「第57回邑
智郡小中学生剣道錬成大会」が開催されました。

なお、一般の部においても「川本町チーム」が見
事優勝しました。

▶川本中央スピリッツ
2月10日（土）から12日（月）までの３日間、
兵庫県西宮市で「第９回N-PRIDE�CUP」が開催さ
れ、関西・中国・四国等から26チームが参加しま
した。
この大会に川本中
央スピリッツ６年生
も「江津�邑智選抜」
チームとして参加
し、４位入賞を果た
しました。

かわもとスポーツクラブ活動報告

●大会結果
【団体】低学年の部　優勝
【個人】低学年の部
　　　 優　勝：今岡秀哉
　　　 準優勝：岡本常義
　　　 高学年女子の部�
　　　 準優勝：田邊　雫

川本町スポーツ講演会・川本町野球体験教室
令和６年３月２日（土）悠邑ふるさと会館大ホールにおいて、川本町スポーツ講演会を開催しました。講
師として、2023年女子野球ワールドカップ日本代表で、女子硬式野球クラブ九州ハニーズの所属の川端友
紀氏、楢岡美和氏、小島也弥氏（松江市出身）に来町して頂き、午前中には野球体験教室も開催しました。
初心者から小・中学生を対象に、バッティングのフォームはもとより、体幹トレーニング方法も指導してい
ただき、子ども達が、目を輝かせながらプレーしていたのが印象的でした。
講演会では、町内外から約200名の来場者を前に、「大舞台で力を発揮するには」と題して、自分の可能
性を信じて、練習から「このワンプレーでエラーをし
たら試合に負ける」など緊張感をもって取り組むこと
で、大会でも普段どおりプレーできること。また、自
分の年間のヒットの数を記録しておいて、来年の目標
の数を決めることなど、日ごろから細かく目標を立て
ることで、大きな結果につながることを教えていただ
きました。
感想交流では、「トレーニング方法」や「バッター
ボックスに入るルーティン」などの質問
があり、子ども達はメモをとりながら、
自分のものにしようとしていました。
今後も、講演会やスポーツに触れる機
会を提供し、スポーツの素晴らしさを
知ってもらい、川本町のスポーツ振興を
進めていきたいと思います。

悠邑ふるさと吹奏楽団
第21回定期演奏会
３月10日（日）に悠邑ふるさと会館で「悠邑ふる
さと吹奏楽団第21回定期演奏会」開催されました。
31年目を迎えた「あいと地球と競売人」とのコラボ
やポップステージなどを披露し、素晴らしい音色に
観客の胸を震わせました。
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募　
集

島
根
県
国
際
交
流
事
業　
参
加
青
年

募
集
「
２
０
２
４
北
東
ア
ジ
ア
交
流

の
翼
in
し
ま
ね
」

　
北
東
ア
ジ
ア
の
青
年
が
来
県
し
ま
す
。
島

根
で
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
期
　
間
】
８
月
21
日
（
水
）
～
８
月
26
日

（
月
）（
宿
泊
あ
り
）�

※
事
前
研
修
、
ま
と
め

の
事
後
研
修
、
報
告
会
に
も
参
加
。

【
対
　
象
】18
歳
～
30
歳
の
島
根
県
在
住
者
、

島
根
県
出
身
者
。

【
参
加
費
用
】
無
料
。（
交
通
費
は
一
部
自
己

負
担
あ
り
）

【
締
　
切
】
５
月
20
日
（
月
）

問
し
ま
ね
国
際
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
８
５
２

－

31

－

５
０
５
６

広げよう 事故ゼロかわもとの 思いやり

飲　酒 物　損 死傷者 人　身

0 8 0 0 川
本
町（0） （12） （0） （0）

0 18 0 0 川
本
町

累
計（0） （16） （1） （1）

1 32 0 0 郡
内

月
計（1） （42） （1） （2）

※（　）内は前年同月数

◇
交
通
事
故
・
違
反
発
生
状
況

�

（
令
和
６
年
２
月
末
）

島根県最低賃金改定のお知らせ
島根県内の事業場で働くみなさんの最低賃金が改定されました。

件　名 時間額 引上額 発効日

島 根 県 最 低 賃 金 904円 47円 令和５年10月６日

特
定
最
低
賃
金

製鋼・製鋼圧延業、鉄素形材製造業 1,034円 47円 令和５年12月２日

はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器
具製造業 1,010円 47円 令和５年12月９日

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業 929円 47円 令和５年12月10日

自動車・同附属品製造業 970円 19円 令和５年12月15日

百貨店、総合スーパー 905円 155円 令和５年12月28日

自動車（新車）小売業 960円 28円 令和５年11月29日

� 業種分類は日本標準産業分類（平成25年10月改定）に基づいたものである。

【問】島根労働局賃金室　松江市向島町134-10�松江地方合同庁舎５階� ☎0852-31-1158



日 月 火 水 木 金 土

くらしの情報カレンダー 4 月

 休館日
 休館日

 休館日
 休館日

 休館日
 休館日 休館日

 休館日

 休館日
 休館日

 休館日
 休館日

《3月の納税》
◆ 国民健康保険税
◆ 後期高齢者医療保険料
《４月の納税》
◆ 固定資産税
◆ 国民健康保険税
◆ 後期高齢者医療保険料
※必ず納期限までに納めましょう。

：健康相談・検診　　　 ：�公民館
：悠邑ふるさと会館　　 ：図書館
：三原まちづくりセンター
す：�すこやかセンター（社会福祉協議会）
：�子育てサポートセンター
：学校　　 ：保育所

教：教育委員会　　 ：観光協会
：ドクターカー巡回

マ：マイナンバーカード窓口
：休日診療情報�10：00～16：00
　　（変更となる場合があります）

：�ゴミ収集
Ａ地域（�木路原・日の出・上新町・中新町・下新町・元町・本町・

天神町・谷・市井原・長原・矢谷・芋畑・双葉・中倉・日向）
Ｂ地域（�因原・三大字・多田・久座仁・谷戸・三島・笹畑）
Ｃ地域（�西・八幡・三原・田窪・南佐木・親和・湯谷・三俣）

〔燃えるごみの収集日〕毎週火曜日・金曜日（町内全域）
〔容器包装�プラスチックの収集日〕毎週木曜日（町内全域）
〔ペットボトルの収集日〕毎月第１・３水曜日（町内全域）
〔容器包装�紙の収集日〕毎月第２・４水曜日（町内全域）

3131 1 2 3 4 5 6
カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ（Ａ地域）

カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ（Ｂ地域）

カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ（Ｃ地域）

春のわくわくお
はなし会

  邑智病院 
加藤病院

77 8 9 10 11 12 13
川本小学校
　入学式
川本中学校
　入学式
島根中央高校
　入学式

あいさつの日 乳幼児健診（午
後：3歳児以下）
ニュースポーツ
体験（午前：三原
まちづくりセン
ター、午後：川本
西公民館）

  三上医院 
加藤病院

1414 15 16 17 18 19 20
K-POP（たけの
こ掘り体験）

食育の日
ママイナンバーカード
時間外受取窓口
（要予約）
　17：30～19：00
　【最終受付18：50】

  星ヶ丘クリニック 
加藤病院

2121 22 23 24 25 26 27
邑智クリーンセ
ンター直接搬入
　（一般家庭ごみ）
　9：00～16：00

/ あそびのひ
ろば＆妊婦・乳
幼児健診
　10：00～11：30
　（悠邑ふるさと会館）

芋畑集会所
　9：00～10：00
　田窪自治会館
　11：00～12：00

  上田医院 
加藤病院

2828 2929 30
レールバイク
　イベント

昭和の日

  前眼科医院 
大隈医院

  邑智病院 
波多野診療所

19日のマイナンバーカード時間外・休日受取窓
口のご利用には、前日までに予約が必要です。
� 【予約・問】町民生活課　☎72-0632

※�新型コロナウイルス感染症の状況により予定が変更となる場合が
あります。
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。
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編
集
後記

川本町ふるさと納税返礼品提供事業者募集
川本町では、ふるさと納税を通じて全国に
町の魅力を発信し、町内産業の振興・地域の
活性化を図るため、ふるさと納税返礼品とし
て商品やサービスを提供いただける事業者を
募集します。
登録された返礼品はふるさと納税ポータルサイト（ふる
さとチョイス、楽天ふるさと納税、ANAのふるさと納税な
ど）に掲載され、自社商品のPRにつながります。返礼品と
して登録できる商品・サービスは国の地場産品基準に適合
するものに限りますので、まずはお問い合わせください。
【問】川本町ふるさと納税受付センター ☎74-2260（オトラボ）

川本町の人口 令和６年２月29日現在
※（　）は前月との増減

※ 住民基本台帳を基にした、令和６年２月中の異動状況

3,011人
（前月比 －8人）

（前年同期：3,058人）

合 　　計 男 1,422人（－12人）
女 1,589人（＋４人）

転　入 7人 出　生 2人 その他 0人
転　出 17人 死　亡 1人 その他 ０人

増
減

うち65歳以上 1,363人
うち15歳未満 280人
世帯数 1,592戸

国立大学法人島根大学と川本町とは、まちづくり、人材育成、産業振興、地域医療の充実、
保健・福祉の推進、教育・文化の振興、国際交流等の分野で相互に協力し、地域社会の発展と
人材育成に寄与するため、令和6年3月4日（月）に包括的連携協定を締結しました。

国
立
大
学
法
人
島
根
大
学
と

川
本
町
と
の
包
括
的
連
携
に

関
す
る
協
定
締
結
式

３/４
㈪

長
い
よ
う
で
短
く
感
じ
た
こ
の
２
年
間

で
す
が
、
あ
と
少
し
で
終
わ
り
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
２
年
間
の
人
事
交
流

期
間
を
終
え
、
４
月
か
ら
坂
町
へ
と
帰
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
が
最
後
の
宮

野
見
聞
録
と
な
り
ま
す
。

期
待
と
不
安
で
胸
が
詰
ま
り
そ
う
な
中

で
令
和
４
年
４
月
か
ら
川
本
町
で
の
勤
務

と
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
初
め
て
取
り

組
む
仕
事
や
慣
れ
な
い
土
地
で
の
生
活
は

前
途
多
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、

町
民
の
皆
様
や
川
本
町
役
場
職
員
の
皆
さ

ん
が
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
も
あ
り
不
自
由
な
く
こ
の
２
年
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
仕
事
の
面
で

は
昨
年
度
は
移
住
・
定
住
や
生
活
交
通
等

を
担
当
し
、
今
年
度
か
ら
は
町
営
住
宅
や

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の
担
当
を
し
、

幅
広
い
業
務
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

日
常
生
活
で
も
自
治
会
野
球
や
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、
産
業
祭
等
の
行
事
に
も
役
場
青
年
部

の
一
員
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

町
民
の
皆
様
の
熱
量
に
圧
巻
さ
れ
ま
し

た
。
役
場
職
員
と
し
て
も
宮
野
達
輝
と
い

う
一
人
の
人
間
と
し
て
も
大
き
く
成
長
で

き
た
2
年
間
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

川
本
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
２
年

間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宮
野
見
聞
録坂

町
人
事
交
流
職
員

宮
野
　
達
輝

�

（
町
民
生
活
課
）

本紙を担当して1年が経ちました。皆様の興味をひく広報紙を目指し、広報へ掲載する写真は、表紙、見開きの割付
をイメージしながらその瞬間を狙って撮る意識をしていましたが、なかなかうまくはいかないものです。これからも
日々精進です。
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